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第５章 県のごみ減量化に向けての具体的な取組の提案 

本章では、レジ袋削減運動に続くセカンドステージとしての取組、経済的インセンティ

ブを活用したごみ減量の取組、生ごみリサイクルの推進について、今後の県のごみ減量化

に向けての具体的な取組の方向性と内容について提案した。 

 

第１節 先進事例に見るレジ袋削減運動に続くセカンドステージとしての取組 

 （１）県内のレジ袋削減運動の現状 

伊勢市において、平成19年９月から市内の主要スーパー全店で「事業者－県民－行

政」間の協定方式によるレジ袋有料化が実施されて以降、レジ袋有料化は県内で順次

広がりをみせている。平成22年４月からの四日市市・朝日町・川越町での実施により、

図５－１に示すように現在28市町（人口カバー率約98％）でレジ袋有料化に取り組ま

れている。 

レジ袋の有料化によるレジ袋の削減率は大きいと言われており、レジ袋の削減運動

は当初の目的をほぼ達成したと考えられる。このため、ごみ減量対策のシンボル的な

取組として、次の段階の取組を検討していく必要がある。 

 

図５－１ 県内のレジ袋削減運動の取組状況 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：三重県ホームページ 
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（２）セカンドステージとしての取組の候補 

   各地で展開されているごみ減量等の事例の中から、レジ袋の削減運動に続くセカン

ドステージとしてのごみ減量対策のシンボル的な取組となりうる候補として３つの取

組を抽出した。 

   抽出に当たっては、県民・事業者・行政の三者連携の取組であるとともに全県的な

取組展開の可能性があること、または、県民に浸透することにより期待されるごみ減

量効果が大きいことのどちらかに該当する取組であるとともに、最近全国的に着目さ

れ、いくつかの行政で取組が展開されている取組を抽出した。 

   候補として抽出した取組を表５－１に整理した。 

 
表５－１ レジ袋の削減運動に続くセカンドステージとしてのごみ減量の取組の候補 

ごみ減量取組候補 取組の概要 取組事例 

食べ物を大切に 
する運動 

○現在廃棄されている食品廃棄物の中
には、本来食べられる食料品（食品ロ
ス）が多く含まれており、排出源は家
庭や事業所（食堂等）である。 

○家庭では、食品ロスの削減に向け、必
要量の食材購入、調理くずの再調理、
食べ残しをしないなどの取組を家族
全体で実践するとともに、事業所（食
堂、宴会場等）では、小盛りメニュー
の用意や宴会出席者の年齢を考慮し
た適量注文などの取組を実践する。 

□おいしいふくい食べきり運
動：福井県 

 
□ちば食べきりエコスタイル
（ちば食べエコ）：千葉県 

 
□食べ残しを減らそう県民運
動：長野県 

 
□おいしいいとやま食べきり
運動（たべキリン）：富山市 

水切り運動 

○厨芥類の水分は70から80％程度であ
るが、植物の表面に付着している水分
よりも食品自身が持っている固有水
分が圧倒的に多い。このため、水切り
によるごみ減量効果を発揮させるに
は、厨芥類を絞る、乾かす等の行為が
必要であり、単に三角コーナー等に入
れるだけではなく、絞る、乾かす等の
水切り行為の県民への浸透を図る。 

□水切り大作戦：埼玉県入間市 
 
□生ごみ水切り用具モニター
募集：新潟県新潟市 

 
□生ごみ水切りアイディアの
募集とアイディア集の作
成：名古屋市 

マイボトル・ 
マイカップ・ 
マイ箸持参運動 

○使い捨て社会の見直しの一貫として、
マイボトル・マイカップ・マイ箸等
を持参し、ペットボトルや缶、紙コ
ップ、割り箸等の廃棄量の削減を図
る。 

○なお、この運動には、イベントにおけ
る食器の再使用による使い捨て食器
使用の削減、皿や鍋等の持参による買
い物などの取組も含め、使い捨て型の
容器全体の削減を目指していく。 

□みんなでマイボトル運動：埼
玉県 

 
□３マイ運動：大分市 
 
□マイバッグ・マイ箸運動：岡
山県倉敷市 
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表５－２ 食べ物を大切にする運動の分野別取組展開のイメージ 

分野 食品ロスの内容 主な取組の方向性 

農林水産業 
○規格外（一般市場流通外）農 

産物や鮮魚の廃棄 

○食品ロスの現状情報の提供 

○規格外農水産物は品質に問題がない

ことをＰＲ 

○販売ルートの確保（取扱店の増加） 

 (事例) 

・ＪＲうつのみや（東部選果場にお 

ける規格外野菜の加工食品への再

利用） 

・(株)旬材（本社：大阪府吹田市）

（規格外鮮魚の買い付け・販売） 

生産・流通業 

○賞味・消費期限切れ食品の返

品 

○欠品防止のための多めの在庫 

○食品ロスの現状情報の提供 

○フードバンク（※）の利用 

○欠品のない流通システムの見直し 

○食品廃棄物のリサイクル 

小売業 

○欠品防止のための多めの在庫 

○賞味・消費期限切れ間近食品

の廃棄 

○食品ロスの現状情報の提供 

○売り切れごめんの消費者の容認 

○賞味・消費期限切れ間近食品の売り

切りと消費者の容認 

○消費者の過度の品定めの防止 

○食品廃棄物のリサイクル 

飲食店 ○客の食べ残し 

○食品ロスの現状情報の提供 

○客のニーズに合った量・質の食事の

提供 

○余った食事の持ち帰りへの対応 

家庭 

○可食部の廃棄 

○家族の食べ残し 

○冷蔵庫等で賞味・消費期限切 

れ等古くなった生鮮や加工食 

品 

○食品ロスの現状情報の提供 

○エコクッキングの浸透 

○スーパー等でのパック売りの見直し

（量り売り等の普及） 

○計画的食材の購入 

○食材の保存方法の工夫 

 ※フードバンク：食品メーカーや外食産業などでは、品質には問題がないものの、包装不備などで市   

場での流通が困難になり、商品価値を失った食品が発生する。従来は廃棄されていた

こうした食品の提供を原則として無償で受け、生活困窮者を支援しているNGO・NPO等

の市民団体を通じて野外生活者や児童施設入居者などの生活困窮者に供給する活動を

いう。（出典：ウィキペディア） 
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  ②施策効果と効果の把握 

   ア．施策効果 

    重量比でごみの３～５割を厨芥類（※１）が占め、その厨芥類の３～５割（※２）

を食品ロスが占めるので、完全に施策効果が発揮されれば１～２割のごみが削減で

き、施策効果は大きい。 
 
※１ 平成22度実施の家庭ごみ組成分析調査から。なお、事業系ごみでも４割程度が厨芥類で

占められる（「事業系ごみ減量対策基礎調査」（京都市 H20））。 

※２ 図５－２に示す食品由来の廃棄物1,900万ｔのうち食品ロスは500～900万ｔから３～５

割とした。 
 

イ．施策効果の把握 

    全県を挙げての取組として展開する場合、施策実施による減量効果について把握

し、施策展開の進行管理をしていくことが重要であるが、以下、施策効果の把握方

法について整理した。 

ⅰ．客のニーズに合った量・質の食事の提供状況や計画的食材の購入状況等、事

業者、消費者の行動の変化 

     ・アンケート 

      ※ただし実際の行動より高めに回答される傾向がある。 

    ⅱ．廃棄ごみ量の変化 

     ・食品関連事業の事業系ごみの廃棄量（販売店にアンケートして廃棄重量を把

握） 

    ⅲ．取組への協力登録店等の数 

    ⅳ．市町の一般廃棄物中の厨芥類割合の変化 

     ・一般廃棄物ごみ組成中の厨芥類割合（市町が清掃工場の維持管理のために測

定している定期的ごみ組成調査結果等を活用） 

     

③取組展開における課題 

   取組展開における課題として、施策効果が発揮されるためには表５－２に示したよ

うに、食べ物に関わるすべての産業と消費者が協働して取り組んでいくことが重要で 

ある。また、販売店で消費・賞味期限が先の食品を優先的に選択して購入することに    

よる食品ロスの増加など、生産・流通・販売に関わる各関係団体、消費者及び消費者    

団体が、食べ物の流通と消費の実態を理解し、お互いに協働意識を高めてく必要があ

る。 
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食べ物を大切にする運動の取組事例 

 ■「おいしいふくい食べきり運動」（福井県）  

   第３章 ごみ減量等に関する先進事例の整理と今後のごみ減量の取組の方向  

p.181～183：［基本取組８－５］もったいない普及啓発運動の展開 Ａ 食品ロスの 

  削減に、運動展開の経緯、取組経過、運動の展開による効果の把握等を整理している。 

 【おいしいふくい食べきり運動のポスター】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        出典：福井県ホームページ 

 
 
 ■「おいしいいとやま食べきり運動（たべキリン）」（富山県）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       出典：富山県ホームページ 
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■「ちば食べきりエコスタイル（ちば食べエコ）」（千葉県） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   出典：ちば食べきりエコスタイルリーフレット 
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 ■「食べ残しを減らそう県民運動」（長野県） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                            出典：長野県ホームページ 
 
 
 
 

２）生ごみの水切り運動 

①取組展開のイメージ 

   厨芥類の水分は70～80％程度（※）である。この水分には、食物自身が持っている

水分（固有水分）と食物の表面に付着している水分（付着水分）があり、大半は固有

水分であるため、単に振るだけでは水切り効果はほとんどなく、水切りの効果を発揮

させるには、絞る、乾かす等の行為が必要である。水切りコンテストや水切り用具の

モニター募集等を行い水切りの必要性を県民に訴えるとともに、県民に水切りを浸透

させる内容である。 

 

   ※「ごみ処理施設整備の計画・設計要領」（(社)全国都市清掃会議、(財)廃棄物研究財団）ｐ.136,137

から。 
 

②施策効果と効果の把握 

   ア．施策効果 

    ごみの３～５割（重量比）を厨芥類が占め、その５％を水切りで削減できれば、

減量効果は２％前後となる。 

 

イ．施策効果の把握 

    以下、施策効果の把握方法について整理した。 

ⅰ．県民の水切り実践行動の把握 
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     ・アンケート 

     ※一般的な水切りの実施の有無を問うのではなく、絞る、乾かす等の水切り効

果のある行動を実践しているか、具体的な水切りの方法も把握する必要があ

る。 

    ⅱ．協力家庭届出数 

    ⅲ．水切り器具の普及台数 

    ⅳ．市町の一般廃棄物中の厨芥類や水分割合の変化 

     ・一般廃棄物ごみ組成中の厨芥類や水分割合（市町が清掃工場の維持管理のた

めに測定している定期的ごみ組成調査結果等を活用） 

 

③運動展開における課題 

   すべての県民を水切り運動に巻き込むことが可能であるが、事業者はレストラン等

の一部の業種の参加となり、全業種が参加する全県を挙げての取組になりにくい。 

  また、水切りの徹底は、台所の生活排水を増やすことになり、下水道終末処理場の負

荷を高める可能性があり、水切りの徹底と下水道負荷の関係を把握しておく必要があ

る。 

 

 

 

 水切り運動の取組事例 

  

■「水切り大作戦」（埼玉県入間市） 

運動の概要 

環境にやさしいまち「入間市」をつくっていくため、平成13年に市民、事業者が参

加する「入間市環境まちづくり会議」が設立され、ごみ部会では、水切り大作戦を合

い言葉に、水切りの浸透に取り組んでいる。 

 

■生ごみ水切り用具モニターの募集（新潟市） 

運動の概要 

生ごみ水切り用具モニターを募集し、水切りによる減量効果を体験してもらうこと

により水切りの浸透を図っている。詳細は、p.124～125に記載している。 

 

■生ごみ水切りアイディアの募集とアイディア集の作成（名古屋市） 

運動の概要 

   市民に生ごみのアイディアを募集し、アイディア集を作成してホームページで公表

している。 





 －273－ 

３）マイボトル・マイカップ・マイ箸等持参運動 

①取組展開のイメージ 

   使い捨て社会の見直しの一貫として、マイボトル・マイカップ・マイ箸等を持参し、

ペットボトルや缶、紙コップ、割り箸等の廃棄量の削減を図る。 

なお、この運動には、イベントにおける食器の再使用による使い捨て食器使用の削

減、皿や鍋等の持参による買い物などの取組も含め、使い捨て型の容器全体の削減を

目指していくイメージである。 

 

表５－３ マイボトル・マイカップ・マイ箸等持参運動の取組展開のイメージ 

品目 概要 削減される容器包装 備考 

マイ 
ボトル 

○コーヒーショップ
や茶屋にタンブラ
ー、水筒（保温保冷
ボトル）を持参し、
それへコーヒーや
お茶等を入れても
らったり、家で作っ
たコーヒーやお茶
を水筒や洗ったペ
ットボトル等に入
れて持参する。 

○ペットボトル、紙
コップ等使い捨て
飲料容器 

○酒やワインの量り売りに使
用している通いびん 

  例) (株)京永野(京都市) 
○焼酎の量り売りに持参され
るペットボトル 

 例) 宝酒造(株)（192店で実
施） 

○スーパー等におけるイオン
水を入れる専用ペットボト
ル 

○マイヌードルカップ（日清食
品2007.3発売） 

○象印マホービンと全国茶商
工業協同組合連合会が連携
し、マイボトル持参者へ「給
茶」サービスを実施 

マイ 
カップ 

○マイカップを持参
し、マイカップ対応
式自動販売機等で
使用する。 

○職場の使い捨てコ
ップ式コーヒーの
提供に対してマイ
カップを使用する。 

○紙コップ等使い捨
てコップ 

○ＩＣタグで持ち主にサービ
ス可能な仕組みも試作され
ている（富士電機リテイルシ
ステム(株)） 

○紙コップのデポジット回収
機もある 

○コーヒーチェーン店では最
近は、紙コップから陶器製の
コーヒーカップ利用へ移行
しつつある 

マイ箸 

○マイ箸を持参して、
食堂等で使用する。 

○割り箸から塗り箸
（リユース箸）等の
再使用箸へ転換す
る。 

○割り箸 

○最近は、塗り箸（リユース箸）
を使用する食堂が増えてき
ている 

○岡山県倉敷市では、マイ箸持
参のお客に対し、ポイント等
の特典を与えたり、洗浄場
所・サービスを提供するマイ
バッグ・マイ箸運動を推進し
ている 
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②施策効果と効果の把握 

   ア．施策効果 

    家庭ごみ中の重量比で７％程度（※）が使い捨て型飲料容器の割合であり、これ

らすべてを削減できれば効果は大きい。 

 

   ※「ごみ減量化・リサイクルアクションプログラム」（大阪府廃棄物減量化・リサイクル推進会議 H12.6） 

 

イ．施策効果の把握 

    以下、施策効果の把握方法について整理した。 

ⅰ．マイボトル・マイカップ・マイ箸持参率 

     ・県民アンケート調査による持参率の把握 

     ・コーヒーチェーン店等事業所アンケート調査による持参率の把握 

     ・自動販売機設置者・管理者等へマイコップ販売量を聞き取り調査で把握 

    ⅱ．マイボトル・マイカップ・マイ箸等の販売個数 

    ⅲ．事業への協力登録店・協定締結の数、マイカップ式自動販売機設置台数、食

器再使用によるイベント数等 

 

③運動展開における課題 

   マイボトル・マイカップ・マイ箸持参運動が展開しやすいお店は県内の繁華街周辺

等にかたまっていると想定され、全県的取り組みに広げにくいと思われる。 

 

マイボトル・マイカップ・マイ箸等持参運動の取組事例 
 
■「みんなでマイボトル運動」（埼玉県）  出典：埼玉県ホームページ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ペットボトルなどの使い捨て容器のごみを削減するために実施している「みん
なでマイボトル運動」を実施している。協力店は、事業者による協力宣言方式
により、県と簡易な協定を締結している（平成21年10月現在で205店舗が協力）。 




